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再

掲

○
福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

会
計
管
理
局
会
計
課)

一

福
岡
県
公
告
式
条
例

(

昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号)

第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事

麻

生

渡

福
岡
県
規
則
第
二
十
九
号

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
岡
県
財
務
規
則(

昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中

｢

出
納
事
務
局
長｣

を

｢

会
計
管
理
局
長｣

に
改
め
る
。

第
九
十
五
条
第
一
項
第
二
号
ロ
中

｢

児
童
手
当｣

の
下
に

｢

及
び
こ
ど
も
手
当｣

を
加
え
る
。

第
九
十
六
条
第
二
項
の
表
経
費
の
欄
及
び
第
九
十
七
条
第
七
項
中

｢

児
童
手
当｣

の
下
に

｢

、
子
ど

も
手
当｣

を
加
え
る
。

第
九
十
八
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

児
童
手
当
又
は｣

を

｢

児
童
手
当
若
し
く
は
子
ど
も
手
当
又
は｣

に
改
め
、

｢

児
童
手
当
支
給
調
書｣

の
下
に

｢

若
し
く
は
子
ど
も
手
当
支
給
調
書｣

を
加
え
る
。

第
百
十
条
第
四
項
中

｢

及
び
児
童
手
当｣

を

｢

並
び
に
児
童
手
当
及
び
子
ど
も
手
当｣

に
改
め
る
。

様
式
第
百
三
十
三
号
中
第
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
７
条
甲
は
､
乙
に
対
し
て
､
下
請
負
人
(一
次
及
び
二
次
下
請
以
降
す
べ
て
の
下
請
負
人
を
含

む
｡
以
下
同
じ
｡
)
の
商
号
又
は
名
称
そ
の
他
必
要
な
事
項
の
通
知
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

｡様
式
第
百
三
十
三
号
中
第
七
条
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
７
条
の
２
乙
は
､
福
岡
県
建
設
工
事
に
係
る
建
設
業
者
の
指
名
停
止
等
措
置
要
綱
(昭
和
62年

６
月
30日
62管
行
第
40号
の
２
総
務
部
長
依
命
通
達
)
に
基
づ
く
指
名
停
止
の
措
置
を
受
け
て
い

る
者
及
び
第
47条
の
３
第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
者
を
下
請
負
人
と
し
て
は
な
ら
な
い
｡

２
乙
が
第
47条
の
３
第
１
項
各
号
に
該
当
す
る
者
を
下
請
負
人
と
し
て
い
た
場
合
は
､
甲
は
乙
に

対
し
て
､
当
該
下
請
契
約
の
解
除
(乙
が
当
該
下
請
契
約
の
当
事
者
で
な
い
場
合
は
､
乙
が
当
事

者
に
対
し
て
解
除
を
求
め
る
こ
と
を
含
む
｡
以
下
｢解
除
等
｣
と
い
う
｡
)
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
｡

３
下
請
契
約
が
解
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
下
請
契
約
当
事
者
の
損
害
そ
の
他
前
項
の
規
定

に
よ
り
甲
が
乙
に
対
し
て
解
除
等
を
求
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
損
害
に
つ
い
て
は
､
乙
が
一

…
…
…
…
…
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目

次

再

掲

｢
｢

別
表
四
中

を

に
改
め
る
。

｣
｣

３

職
員
手
当
等

扶
養
手
当

地
域
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

単
身
赴
任
手
当

特
殊
勤
務
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

宿
日
直
手
当

夜
間
勤
務
手
当

休
日
勤
務
手
当

管
理
職
手
当

期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当

退
職
手
当

何
手
当

児
童
手
当

３

職
員
手
当
等

扶
養
手
当

地
域
手
当

住
居
手
当

通
勤
手
当

単
身
赴
任
手
当

特
殊
勤
務
手
当

時
間
外
勤
務
手
当

宿
日
直
手
当

夜
間
勤
務
手
当

休
日
勤
務
手
当

管
理
職
手
当

期
末
手
当
及
び
勤

勉
手
当

退
職
手
当

何
手
当

児
童
手
当

子
ど
も
手
当
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切
の
責
任
を
負
う
も
の
と
す
る
｡

様
式
第
百
三
十
三
号
中
第
四
十
七
条
の
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
47条
の
３
甲
は
､
警
察
本
部
か
ら
の
通
知
に
基
づ
き
､
乙
(乙
が
共
同
企
業
体
で
あ
る
と
き
は

､
そ
の
構
成
員
の
い
ず
れ
か
の
者
｡
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
｡
)
が
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す

る
と
き
は
､
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
解
除
に
よ
り
乙
に
損
害

が
あ
っ
て
も
､
甲
は
そ
の
損
害
の
賠
償
の
責
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
｡

一
計
画
的
又
は
常
習
的
に
暴
力
的
不
法
行
為
等
を
行
い
､
又
は
行
う
お
そ
れ
が
あ
る
組
織
(以

下
｢暴
力
的
組
織
｣
と
い
う
｡
)
で
あ
る
と
き
｡

二
役
員
等
(乙
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
者
を
､
乙
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
そ
の
法
人

の
役
員
(役
員
と
し
て
登
記
又
は
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
が
､
事
実
上
経
営
に
参
画
し
て
い
る

者
を
含
む
｡
)
を
い
う
｡
以
下
同
じ
｡
)
が
､
暴
力
的
組
織
の
構
成
員
(構
成
員
と
み
な
さ
れ

る
場
合
を
含
む
｡
以
下
｢構
成
員
等
｣
と
い
う
｡
)
と
な
っ
て
い
る
と
き
｡

三
構
成
員
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
､
構
成
員
等
を
雇
用
し
､
又
は
使
用
し
て
い
る
と
き

｡

四
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
で
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
､
そ
の
者
と
下
請
契
約
又
は
資
材

､
原
材
料
の
購
入
契
約
等
を
締
結
し
た
と
き
｡

五
自
社
､
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る
目
的
又
は
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る

目
的
を
も
っ
て
､
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
を
利
用
し
た
と
き
｡

六
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
に
経
済
上
の
利
益
又
は
便
宜
を
供
与
し
た
と
き
｡

七
役
員
等
が
､
個
人
の
私
生
活
上
に
お
い
て
､
自
己
若
し
く
は
第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る

目
的
若
し
く
は
第
三
者
に
損
害
を
与
え
る
目
的
を
も
っ
て
､
暴
力
的
組
織
若
し
く
は
構
成
員
等

を
利
用
し
た
と
き
､
又
は
暴
力
的
組
織
若
し
く
は
構
成
員
等
に
経
済
上
の
利
益
若
し
く
は
便
宜

を
供
与
し
た
と
き
｡

八
役
員
等
が
､
暴
力
的
組
織
又
は
構
成
員
等
と
密
接
な
交
際
を
有
し
､
又
は
社
会
的
に
非
難
さ

れ
る
関
係
を
有
し
て
い
る
と
き
｡

２
甲
は
､
第
７
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
解
除
等
を
求
め
た
場
合
に
お
い
て
､
乙
が
正
当
な
理

由
が
な
く
甲
か
ら
の
当
該
解
除
等
の
求
め
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
､
契
約
を
解
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
｡
こ
の
場
合
に
お
い
て
､
解
除
に
よ
り
乙
に
損
害
が
あ
っ
て
も
､
甲
は
そ
の
損
害
の
賠
償
の
責

を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
｡

３
第
47条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
は
､
前
２
項
の
規
定
に
よ
り
契
約
を
解
除
し
た
場
合
に
つ
い

て
準
用
す
る
｡

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
二
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
様
式
第
百
三
十
三
号
の
改
正

規
定
は
、
平
成
二
十
二
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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